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は
じ
め
に

　

魯
迅
は
、
一
八
八
一
年
九
月
、
中
国
浙
江
省
紹
興
で
、
地
主
官
僚
の
家
に

生
ま
れ
た
。
本
名
は
周
樹
人
で
字
を
豫
才
と
い
っ
た
。
父
は
周
鳳
儀
と
い
い
、

科
挙
受
験
資
格
試
験
の
合
格
者
で
秀
才
で
あ
っ
た
が
、
科
挙
第
一
段
階
合
格

者
で
あ
る
挙
人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
母
は
魯
瑞
と
い
い
、
当
時
の
女
性
と

し
て
は
珍
し
く
読
み
書
き
が
で
き
、
清
末
に
纏
足
反
対
運
動
が
起
き
る
と
纏

足
を
ほ
ど
き
断
髪
す
る
な
ど
開
明
的
な
女
性
だ
っ
た
。
弟
に
は
、
文
学
者
で

あ
り
日
本
文
化
研
究
者
で
も
あ
る
周
作
人
、
生
物
学
者
の
周
建
人
が
い
る
。

父
の
科
挙
に
関
す
る
賄
賂
が
発
覚
し
て
祖
父
が
下
獄
、
そ
の
後
父
も
重
病
で

亡
く
な
り
、
周
家
は
急
速
に
没
落
し
た
。

　

一
八
歳
で
南
京
に
あ
っ
た
鉱
務
鉄
路
学
堂
に
入
学
し
四
年
間
を
過
ご
す
。

そ
の
間
、
ハ
ス
ク
リ
ー
著
『
進
化
と
倫
理
』
を
厳
復
が
訳
し
た
『
天
演
論
』

な
ど
を
読
み
、
進
化
論
を
は
じ
め
新
し
い
思
想
に
ふ
れ
る
。
一
九
〇
二
年
、

国
費
留
学
生
と
し
て
日
本
に
七
年
余
り
留
学
し
た
。
国
の
人
々
を
救
う
た
め

に
医
学
を
専
攻
し
た
が
、
同
時
に
西
洋
の
文
学
や
哲
学
に
も
心
惹
か
れ
た
。

　

一
九
〇
四
年
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
最
初
の
中
国
人
留
学
生
と
し
て
入

学
し
、
学
校
側
も
彼
を
無
試
験
か
つ
学
費
免
除
で
厚
遇
し
た
。
当
時
、
医
学

校
で
は
講
義
用
の
幻
灯
機
で
日
露
戦
争
に
関
す
る
時
事
的
幻
灯
画
を
見
せ
て

い
た
。
母
国
の
人
々
の
屈
辱
的
な
姿
を
映
し
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
二

年
で
医
学
専
門
学
校
を
退
学
す
る
。は
じ
め
て
の
小
説
集
で
あ
る『
吶
喊
』（
一

九
二
三
年
）
の
「
自
序
」
に
は
、
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

あ
の
こ
と
が
あ
っ
て
以
来
、
私
は
、
医
学
な
ど
は
肝
要
で
な
い
、
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
愚
弱
な
国
民
は
、
た
と
い
体
格
が
よ
く
、
ど
ん

な
に
頑
強
で
あ
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
く
だ
ら
ぬ
見
せ
し
め
の
材
料
と
、

そ
の
見
物
人
に
な
る
だ
け
だ
。
病
気
し
た
り
死
ん
だ
り
す
る
人
間
が
た

と
い
多
か
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
不
幸
と
ま
で
は
い
え
ぬ
の
だ
。
む

し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
最
初
に
果
す
べ
き
任
務
は
、
か
れ
ら
の
精
神
を
改
造

す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
精
神
の
改
造
に
役
立
つ
も
の
と
い
え
ば
、
当

時
の
私
の
考
え
で
は
、
む
ろ
ん
文
芸
が
第
一
だ
っ
た
。
そ
こ
で
文
芸
運

動
を
お
こ
す
気
に
な
っ
た
。（
一
九
二
二
年
十
二
月
月
三
日
、
北
京
に

お
い
て
魯
迅
し
る
す
。
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
１
』）
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そ
の
後
、
東
京
で
雑
誌
の
出
版
事
業
を
始
め
、
教
訓
的
な
内
容
の
散
文
を

文
語
体
で
書
い
た
。
こ
れ
ら
の
散
文
は
、
後
に
『
墓
』（
原
題
は
『
墳
』）
と

名
付
け
ら
れ
た
散
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
作
人
が
編
集
し
た

二
巻
か
ら
な
る
『
域
外
小
説
集
』
の
た
め
に
三
編
の
外
国
小
説
を
翻
訳
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
杭
州
の
師
範
学
堂
で
化
学
・
生
物
の
教
師
と
し
て
過
ご
し
、

辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
年
）
勃
発
後
に
は
紹
興
の
師
範
学
堂
校
長
と
な
っ
た
。

一
九
一
二
年
中
華
民
国
政
府
が
成
立
す
る
と
、
蔡
元
培
の
招
き
で
南
京
に
行

き
教
育
部
の
事
務
官
の
職
位
に
就
き
、
臨
時
政
府
の
移
転
に
と
も
な
い
北
京

に
移
り
住
ん
だ
。
北
京
で
の
最
初
の
数
年
間
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
文
学
の
典

籍
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
で
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
魯
迅
の
文
学
へ
の
野
望
は
、
文
学
革
命
に
よ
っ
て
再
び
蘇
っ
た
。

日
本
留
学
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
銭
玄
同
か
ら
要
望
さ
れ
、雑
誌
『
新
青
年
』

の
一
九
一
八
年
五
月
号
に
、
小
説
『
狂
人
日
記
』
を
発
表
し
た
。

　

一
九
一
九
年
に
は
、『
孔
乙
己
』
と
『
薬
』
の
二
つ
の
小
説
を
『
新
青
年
』

に
寄
稿
し
た
。
藤
井
省
三
氏
は
「「
狂
人
日
記
」
が
そ
の
文
体
と
内
容
は
衝

撃
的
だ
が
技
法
的
に
は
未
熟
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
一
年
後
に
発
表
さ

れ
た
「
孔
乙
己
」
は
、
構
成
と
い
い
文
体
と
い
い
見
事
な
出
来
映
え
を
示
し

て
い
る
」
１
と
指
摘
す
る
。

　

一
九
二
〇
年
秋
か
ら
一
九
二
六
年
夏
ま
で
、
北
京
大
学
つ
い
で
北
京
女
子

師
範
大
学
の
講
師
を
つ
と
め
、
中
国
小
説
史
を
講
じ
る
一
方
、『
祝
福
』
を

は
じ
め
と
す
る
短
編
小
説
や
散
文
詩
を
執
筆
発
表
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二

五
年
に
は
北
京
女
子
師
範
大
学
で
学
園
紛
争
が
起
こ
り
、
学
生
処
分
に
反
対

す
る
魯
迅
は
処
分
派
の
論
者
と
大
論
争
を
展
開
、
こ
れ
を
機
に
雑
文
（
論
争

文
）
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。

　

一
九
二
六
年
三
月
、
日
本
の
内
政
干
渉
に
強
硬
な
態
度
を
採
る
よ
う
に
政

府
に
抗
議
す
る
学
生
・
市
民
に
対
し
、
軍
隊
が
発
砲
し
て
四
七
名
が
死
亡
す

る
「
三
・
一
八
事
件
」
が
起
き
る
と
、
魯
迅
は
政
府
を
激
し
く
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
軍
閥
政
府
は
魯
迅
を
含
め
五
〇
数
名
を
指
名
手
配
者
と
し
た
た

め
、
魯
迅
は
日
本
人
や
ド
イ
ツ
人
が
経
営
す
る
病
院
に
潜
伏
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
避
難
生
活
は
五
月
に
は
終
わ
る
が
、
そ
の
年
八
月
北
京
を
離
れ
、
福

建
省
に
あ
る
厦
門
大
学
の
中
国
文
学
の
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
一
九
二

七
年
一
月
に
は
、
北
京
女
子
師
範
大
学
の
教
え
子
で
あ
っ
た
許
広
平
の
い
る

広
州
に
移
り
、
中
山
大
学
教
授
の
職
に
就
い
た
が
、
こ
こ
で
も
反
共
ク
ー
デ

タ
ー
が
起
こ
り
、
中
山
大
学
の
職
を
辞
し
た
。

　

一
九
二
七
年
、
許
と
と
も
に
広
州
を
脱
出
し
、
上
海
に
着
い
た
。
一
九
二

九
年
九
月
に
は
長
男
海
嬰
が
生
ま
れ
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
魯
迅
は
、
国
民

党
政
府
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
を
し
ば
し
ば
発
禁
処
分
に
さ
れ
た
反
体
制
文

学
者
で
あ
っ
た
。
魯
迅
は
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
一
九
日
上
海
に
て
、
持
病

の
喘
息
の
発
作
で
急
逝
す
る
。

　
『
故
郷
』は
、一
九
二
一
年
五
月
号『
新
青
年
』第
九
巻
第
一
号
に
発
表
、『
吶

喊
』
に
所
収
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
一
九
二
七
年
に
武
者
小
路
実
篤
の

主
宰
す
る
月
刊
誌
『
大
調
和
』
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
訳
者
は
不
明

だ
と
い
う
２
。
以
下
の
よ
う
な
訳
者
に
よ
る
『
故
郷
』
の
翻
訳
が
あ
る
。
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・　

佐
藤
春
夫
訳
『
中
央
公
論
』
一
月
号
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
二

年
）

　

・　

井
上
紅
梅
訳
『
魯
迅
全
集
』（
改
造
社
、
一
九
三
二
年
）

　

・　

竹
内
好
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
・
狂
人
日
記
―
他
十
二
篇 

吶
喊
』（
岩
波
文

庫
、
一
九
五
五
年
）
→
『
魯
迅
選
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
）

　

・　

高
橋
和
巳
訳
『
世
界
の
文
学
４
７
魯
迅
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六

七
年
）
→
『
吶
喊
』（
中
公
文
庫
、
一
九
七
三
年
）

　

・　

増
田
渉
訳
『
魯
迅
作
品
集 

鋳
剣
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
五
年
）

　

・　

竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
→
『
魯
迅

文
集
１
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
一
年
）

　

・　

駒
田
信
二
訳
『
魯
迅
作
品
集
』（
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
九
年
）
→

『
阿
Ｑ
正
伝
・
藤
野
先
生
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
）

　

・　

藤
井
省
三
訳
『
故
郷
／
阿
Ｑ
正
伝
』（
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
二

〇
〇
九
年
）

　
『
故
郷
』
の
教
科
書
へ
の
掲
載
は
、
教
育
出
版
（
一
九
五
六
年
～
）、
光
村

図
書
（
一
九
六
六
年
～
）、
三
省
堂
（
一
九
六
九
年
～
）、
学
校
図
書
、
東
京

書
籍
（
一
九
七
二
年
～
）
で
、
日
中
国
交
回
復
の
一
九
七
二
年
以
後
、
中
学

校
三
年
の
す
べ
て
の
国
語
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
八

年
の
教
科
書
改
訂
に
あ
た
っ
て
、
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
』（
筑
摩
書
房
一

九
七
六
年
）
収
録
の
翻
訳
文
が
五
社
の
教
科
書
訳
文
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
３
。『
故
郷
』
は
国
語
教
科
書
で
日
本
人
全
員
が
読
ん
だ
こ
と
に
な
り
、

魯
迅
は
「
外
国
人
で
あ
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
国
民
作
家
に
近
い
存
在
に
な
っ

て
い
る
」
４
の
で
あ
る
。

　

日
本
と
中
国
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
『
故
郷
』
は
、
日
中
両
国
民
間
の
対

話
と
交
流
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
作
品
で
あ
る
。
現
今
の
日
本
で
義
務
教
育

最
後
の
学
年
に
、
魯
迅
『
故
郷
』
を
読
む
意
味
は
深
い
５
。

一
、
帰
郷
途
中
の
「
私
」

　
『
故
郷
』
は
、「
私
」
と
い
う
一
人
称
で
語
ら
れ
、
現
実
と
過
去
の
回
想
が

交
錯
す
る
物
語
で
あ
る
。「
私
」
は
、
現
実
の
〈
語
り
手
〉
で
あ
る
と
同
時

に
過
去
の
回
想
の
〈
語
り
手
〉
で
も
あ
る
。
中
里
見
敬
氏
は
「
三
つ
の
時
間

と
二
重
の
物
語
行
為
と
い
う
構
造
に
起
因
す
る
、
作
中
人
物
に
よ
る
語
り
の

代
行
と
い
う
現
象
こ
そ
が
、「
故
郷
」
の
テ
ク
ス
ト
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の

で
あ
る
」
６
と
指
摘
す
る
。「
三
つ
の
時
間
」
と
は
、「
私
」
が
帰
郷
の
様
子

を
語
り
出
す
現
在
の
時
間
と
帰
郷
し
た
当
時
の
時
間
と
三
十
年
前
の
閏
土
と

の
過
去
の
時
間
を
示
し
、「
二
重
の
物
語
行
為
」
と
は
作
品
全
体
の
〈
語
り
手
〉

と
し
て
の
「
私
」
と
登
場
人
物
と
し
て
の
「
私
」
の
二
重
構
造
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
幾
重
に
も
重
ね
合
わ
さ
れ
た
時
間
と
語
り
の
重
層
性
が
、
作
品

に
余
韻
と
寂
寥
感
を
持
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
「
私
」
に
と
っ
て
の
「
故
郷
」
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

作
品
冒
頭
か
ら
「
私
」
の
「
故
郷
」
に
対
す
る
想
い
を
、
そ
の
言
語
表
現
か

ら
読
み
解
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　

き
び
し
い
寒
さ
の
な
か
を
、
二
千
里
の
は
て
か
ら
、
別
れ
て
二
十
年
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に
も
な
る
故
郷
へ
、
私
は
帰
っ
た
。

　

も
う
真
冬
の
候
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
故
郷
へ
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

空
模
様
は
あ
や
し
く
な
り
、
冷
い
風
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
音
を
立
て
て
、

船
の
な
か
ま
で
吹
き
こ
ん
で
き
た
。
苫
の
す
き
間
か
ら
外
を
う
か
が
う

と
、
鉛
色
の
空
の
下
、
わ
び
し
い
村
々
が
、
い
さ
さ
か
の
活
気
も
な
く
、

あ
ち
こ
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
お
ぼ
え
ず
寂
寥
の
感
が
胸
に
こ
み
あ

げ
た
。

　

あ
あ
、
こ
れ
が
二
十
年
来
、
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
故
郷

で
あ
ろ
う
か
。

　

藤
井
省
三
氏
は
、「
魯
迅
は
チ
リ
コ
フ
の
「
田
舎
町
」
を
模
倣
し
て
「
故

郷
」
を
制
作
し
た
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ
る
と
同
時
に
、「
故
郷
の
風
景
の

屈
折
し
た
構
成
こ
そ
は
魯
迅
自
身
の
創
作
で
あ
っ
た
」と
指
摘
す
る
７
。「
私
」

に
「
寂
寥
の
感
」
が
生
じ
る
の
は
、「
私
」
に
と
っ
て
の
帰
郷
は
「
故
郷
に

別
れ
を
告
げ
に
来
た
」
の
で
あ
り
、「
住
み
な
れ
た
古
い
家
に
別
れ
、
な
じ

み
深
い
故
郷
を
あ
と
に
し
て
、
私
が
い
ま
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
異
郷
の
地

へ
引
っ
越
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
語
り
手
〉
の

視
点
が
「
私
」
の
想
い
と
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
田
中
実
氏

は
「『
故
郷
』
は
一
人
称
小
説
、「
私
」
と
い
う
主
人
公
は
「
私
」
と
い
う
一

人
称
の
〈
語
り
手
〉
で
あ
る
と
同
時
に
「
迅
ち
ゃ
ん
」
と
三
人
称
で
呼
ば
れ
、

作
中
に
実
体
と
し
て
登
場
も
し
て
い
る
」
８
と
述
べ
、「「
私
」
の
思
惑
が
一

元
的
に
表
出
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
」
９
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、〈
語

り
手
〉
が
「
私
」
の
想
い
に
ぴ
た
り
と
添
う
よ
う
に
し
て
語
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
「
寂
寥
の
感
」
が
増
幅
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
作
品
冒
頭
の

「
寂
寥
の
感
」
は
重
要
で
あ
り
、「
故
郷
」
へ
の
思
い
は
、
結
末
で
明
ら
か
に

そ
の
質
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
私
」
の
「
故
郷
」
へ
の
想
い
の
変

化
こ
そ
が
、『
故
郷
』
と
い
う
教
材
の
文
学
的
価
値
で
あ
る
。『
故
郷
』
と
い

う
作
品
は
、
末
尾
の
「
希
望
」
と
い
う
「
私
」
の
想
い
に
全
て
の
想
い
を
収

斂
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
渾
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

田
辺
洵
一
氏
は
「
確
か
に
こ
の
作
品
の
場
合
、
そ
の
時
代
背
景
に
一
九
二

〇
年
前
後
の
中
国
が
あ
り
、
ま
た
、
紹
興
に
あ
っ
た
屋
敷
の
明
け
渡
し
と
い

っ
た
魯
迅
の
伝
記
的
事
実
が
題
材
と
な
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
文
学
作
品

の
読
み
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
読
め
な

い
と
い
う
よ
う
に
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
、「
読
む
と
は
、
こ

と
ば
を
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事
実
に
還
元
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
１
０
と
明
言

す
る
。
ま
た
、
佐
藤
洋
一
氏
は
、『
故
郷
』
の
小
説
の
特
質
と
し
て
「
人
間

像
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
、
そ
れ
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
作
者
の
思
想
、
社

会
の
中
の
人
間
の
テ
ー
マ
、
細
密
な
特
徴
的
な
描
写
等
に
あ
り
、
末
尾
の
断

片
的
「
説
明
」
や
「
私
」
の
心
境
・
語
を
人
生
論
的
に
重
視
す
る
の
は
、
魯

迅
の
小
説
の
読
み
方
か
ら
も
、
近
代
小
説
の
読
み
方
か
ら
も
ズ
レ
る
こ
と
に

な
る
」
１
１
と
指
摘
す
る
。
文
学
教
材
の
読
み
の
あ
り
方
に
留
意
し
な
が
ら
、

作
品
の
構
造
や
こ
と
ば
の
仕
組
み
を
読
み
解
く
こ
と
で
、『
故
郷
』
の
文
学

教
材
と
し
て
の
可
能
性
を
考
察
し
て
い
く
。
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二
、「
閏
土
」
に
つ
い
て

　
「
私
」
の
「
故
郷
」
へ
の
「
寂
寥
の
感
」
は
、
現
実
の
「
わ
が
家
」
を
目

の
前
に
し
て
一
層
濃
厚
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ
に
、
一
片
の
す
ば
ら
し
い
光

景
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
三
十
年
近
く
も
昔
の
記
憶
で
あ
る
「
閏
土
」
の

記
憶
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
突
然
、
私
の
脳
裡
に
不
思
議
な
画
面
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た

│
│

紺
碧
の
空
に
金
色
の
丸
い
月
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
下
は
海

辺
の
砂
地
で
、
見
わ
た
す
か
ぎ
り
緑
の
西
瓜
が
う
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

ま
ん
中
に
十
一
、
二
歳
の
少
年
が
、
銀
の
首
輪
を
つ
る
し
、
鉄
の
刺
叉

を
手
に
し
て
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
匹
の
「
猹チ
ャ
ー」
を
目
が
け
て
、
ヤ

ッ
と
ば
か
り
突
く
。
す
る
と
「
猹チ

ャ
ー」
は
、
ひ
ら
り
と
身
を
か
わ
し
て
、

か
れ
の
股
を
く
ぐ
っ
て
逃
げ
て
し
ま
う
。

　
「
電
光
の
よ
う
に
一
挙
に
よ
み
が
え
」
っ
た
記
憶
に
、「
私
」
は
や
っ
と
「
美

し
い
故
郷
」
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
光
景
は
、
三
十
年
前
に
あ
っ
て
も

「
私
」
が
実
際
に
み
た
も
の
で
は
な
く
、「
閏
土
」
が
語
っ
て
く
れ
た
「
塀
の

外
」
の
世
界
へ
の
「
私
」
の
心
象
世
界
で
あ
る
。
心
象
世
界
は
三
十
年
の
時

間
に
磨
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、「
私
」
の
脳
裡
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
さ
ら
に

輝
き
を
増
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
や
の
い
い
丸
顔
で
、
小
さ
な
毛
織
り
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
キ
ラ
キ

ラ
光
る
銀
の
首
輪
を
は
め
て
い
た
。
そ
れ
は
父
親
の
溺
愛
ぶ
り
を
示
す

も
の
で
、
ど
う
か
息
子
が
死
な
な
い
よ
う
に
と
神
仏
に
願
を
か
け
て
、

そ
の
首
輪
で
つ
な
ぎ
と
め
て
あ
る
の
だ
。

　

少
年
の
日
の
「
閏
土
」
は
「
つ
や
の
い
い
丸
顔
」
で
、
父
親
に
も
溺
愛
さ

れ
て
い
た
幸
福
な
人
間
で
あ
っ
た
。「
私
」
の
脳
裡
に
焼
き
付
い
て
い
る
「
閏

土
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
閏
土
」
が
語
る
夢
の
よ
う
な
世
界
と
と
も
に
昇
華

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
あ
、
閏
土
の
心
は
神
秘
の
宝
庫
で
、
私
の
遊
び
仲
間
と
は
大
ち
が

い
だ
。

　
「
閏
土
」
そ
の
も
の
が
実
体
の
あ
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、「
閏
土
の
心
」

と
し
て
心
象
化
し
た
「
神
秘
の
宝
庫
」
と
な
っ
て
、「
私
」
の
心
に
深
く
刻

ま
れ
た
。「
私
」
の
脳
裡
に
「
神
秘
の
宝
庫
」
と
し
て
蘇
っ
た
「
閏
土
」
の

心
は
、「
私
」
の
「
故
郷
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

帰
郷
し
た
直
後
の
「
私
」
に
は
蘇
ら
な
か
っ
た
「
故
郷
」
の
美
し
さ
が
、

三
十
年
前
の
「
閏
土
」
と
の
思
い
出
に
触
れ
る
と
「
私
は
や
っ
と
美
し
い
故

郷
を
見
た
思
い
が
し
た
」
の
で
あ
る
。
現
実
の
故
郷
は
悄
然
と
し
た
「
私
」

の
慰
め
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
閏
土
の
心
」
は
「
私
」
の
心
に
再
び
輝

き
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。「
神
秘
の
宝
庫
」
は
「
紺
碧
の
空
に
金
色
の
丸

い
月
が
か
か
っ
て
い
る
」
な
か
で
記
憶
の
な
か
の
「
閏
土
」
と
し
て
鮮
や
か
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に
蘇
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
実
の
「
閏
土
」
と
の
再
会
は
、「
私
」
に
故
郷
の
現
実
を
突

き
つ
け
る
の
で
あ
る
。
輝
か
し
い
「
閏
土
」
の
消
滅
が
、『
故
郷
』
と
い
う

作
品
の
精
神
で
あ
る
。「
私
」
の
「
故
郷
」
喪
失
の
実
体
に
つ
い
て
、
田
中

実
氏
は
「
憧
れ
の
夢
の
世
界
に
棲
む
輝
か
し
い
少
年
閏
土
こ
そ
、「
故
郷
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、そ
の
姿
の
消
滅
こ
そ
、「
私
」
に
と
っ
て
の
真
の
「
故
郷
」

喪
失
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
１
２
と
述
べ
て
い
る
。「
私
」
は
、
も
う
一
人
の

人
物
「
楊
お
ば
さ
ん
」
に
よ
っ
て
、「
故
郷
」
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
に
な
る
。

三
、
変
貌
し
た
「
楊
お
ば
さ
ん
」
に
つ
い
て

　
『
故
郷
』の
重
要
な
人
物
と
し
て「
楊
お
ば
さ
ん
」が
登
場
す
る
。
昔
は「
豆

腐
屋
小
町
」
呼
ば
れ
た
ほ
ど
の
美
人
だ
っ
た
女
性
が
、
三
十
年
の
時
間
の
な

か
で
見
事
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
。

　

び
っ
く
り
し
て
頭
を
あ
げ
て
み
る
と
、
私
の
前
に
は
、
頬
骨
の
出
た
、

唇
の
う
す
い
、
五
十
が
ら
み
の
女
が
立
っ
て
い
た
。
両
手
を
腰
に
あ
て

が
い
、
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
で
足
を
開
い
て
立
っ
た
と
こ

ろ
は
、
ま
る
で
製
図
用
の
脚
の
細
い
コ
ン
パ
ス
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

　
「
製
図
用
の
脚
の
細
い
コ
ン
パ
ス
」
と
い
う
比
喩
は
、
人
間
の
身
体
表
現

と
し
て
は
斬
新
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
こ
ろ
、
筋
む
か
い
の
豆
腐
屋
に
、
楊
お
ば
さ
ん

と
い
う
人
が
一
日
じ
ゅ
う
坐
っ
て
い
て
、「
豆
腐
屋
小
町
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
っ
け
。
し
か
し
、
そ
の
人
な
ら
白
粉
を
塗
っ
て
い
た
し
、
頬
骨

も
こ
ん
な
に
出
て
い
な
い
し
、
唇
も
こ
ん
な
に
う
す
く
は
な
か
っ
た
は

ず
だ
。

　
「
楊
お
ば
さ
ん
」
に
対
す
る
「
私
」
の
感
情
は
、
作
品
掉
尾
に
表
現
さ
れ

て
い
る
「
ま
た
他
の
人
の
よ
う
に
、
や
け
を
お
こ
し
て
野
放
図
に
走
る
生
活

を
共
に
す
る
」
人
物
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
楊
お
ば
さ
ん
」
を

見
て
、「
私
」
が
何
度
も
「
ド
キ
ン
と
し
た
」
の
は
、
今
ま
で
知
っ
て
い
る

人
間
の
ど
の
種
類
に
も
属
さ
な
い
新
種
の
人
間
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方

的
に
ま
く
し
立
て
る
「
五
十
が
ら
み
の
女
」
に
年
下
の
「
私
」
は
「
ど
ぎ
ま

ぎ
」
し
、「
返
事
の
し
よ
う
が
な
い
の
で
」、「
口
を
閉
じ
た
ま
ま
立
っ
て
い
た
」

の
で
あ
る
。

四
、
変
貌
し
た
「
閏
土
」
に
つ
い
て

　
「
楊
お
ば
さ
ん
」
の
激
変
に
圧
倒
さ
れ
た
「
私
」
は
、次
に
更
な
る
「
故
郷
」

の
客
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
私
」
が
「
思
わ
ず
ア
ッ
と
声

が
出
か
か
っ
」
て
「
い
そ
い
で
立
ち
あ
が
っ
て
迎
え
た
」
の
は
、
驚
く
ほ
ど

変
貌
を
遂
げ
た
「
閏
土
」
で
あ
っ
た
。
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背
丈
は
倍
ほ
ど
に
な
り
、
昔
の
つ
や
の
い
い
丸
顔
は
、
い
ま
で
は
黄
ば

ん
だ
色
に
変
り
、
し
か
も
深
い
皺
が
た
た
ま
れ
て
い
た
。
眼
も
、
か
れ

の
父
親
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
わ
り
が
赤
く
は
れ
て
い
る
。
私

は
知
っ
て
い
る
。
海
辺
で
耕
作
す
る
も
の
は
、
一
日
じ
ゅ
う
潮
風
に
吹

か
れ
る
せ
い
で
、
よ
く
こ
う
な
る
。
頭
に
は
古
ぼ
け
た
毛
織
り
の
帽
子
、

身
に
は
薄
手
の
綿
入
れ
一
枚
、
全
身
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
え
て
い
る
。
紙
包

み
と
長
い
き
せ
る
を
手
に
さ
げ
て
い
る
。
そ
の
手
も
、
私
の
記
憶
に
あ

る
血
色
の
い
い
、
ま
る
ま
る
し
た
手
で
は
な
く
、
太
い
、
筋
く
れ
立
っ

た
、
し
か
も
ひ
び
割
れ
た
、
松
の
幹
の
よ
う
な
手
で
あ
る
。

　

変
貌
し
た
の
は
姿
だ
け
で
な
く
、
二
人
の
関
係
性
で
も
あ
っ
た
。《
あ
あ

閏ル
ン

ち
ゃ
ん

│
│

よ
く
来
た
ね
…
…
》
と
ま
で
は
声
に
出
せ
た
が
、
そ
れ
に
続

く
言
葉
は
出
な
か
っ
た
。「
閏
土
」
は
「
つ
っ
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
喜
び

と
寂
し
さ
の
色
が
顔
に
あ
ら
わ
れ
た
。
唇
が
動
い
た
が
、
声
に
は
な
ら
な
か

っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
っ
と
出
た
言
葉
は
《
旦
那
さ
ま
…
…
》
で

あ
っ
た
。
田
辺
洵
一
氏
は
「「
旦
那
さ
ま
」
と
い
う
制
度
の
こ
と
ば
は
、「
私
」

の
制
度
と
し
て
の
存
在
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。「
私
」
は
、
そ
の
こ
と
ば

に
圧
倒
さ
れ
て
、
こ
と
ば
を
喪
っ
た
。「
私
」
は
、
閏
土
と
同
様
、
あ
ら
が

い
が
た
く
状
況
の
支
配
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
」
１
３
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
私
」
は
、
こ
と
ば
を
失
っ
た
自
分
に
対
し
て
内
省
の
視
点
を
も
つ
こ
と
に

な
る
。「
故
郷
」
に
対
す
る
「
寂
寥
の
感
」
は
実
体
と
し
て
の
「
故
郷
」
喪

失
に
加
え
て
、心
象
の
「
故
郷
」
喪
失
に
よ
っ
て
、さ
ら
に
深
ま
る
の
で
あ
る
。

　

か
れ
が
出
て
い
っ
た
あ
と
、
母
と
私
と
は
か
れ
の
境
遇
を
思
っ
て
た

め
息
を
つ
い
た
。
子
だ
く
さ
ん
、
凶
作
、
重
い
税
金
、
兵
隊
、
匪
賊
、

役
人
、
地
主
、
み
ん
な
よ
っ
て
た
か
っ
て
か
れ
を
い
じ
め
て
、
デ
ク
ノ

ボ
ー
み
た
い
な
人
間
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
母
は
、
持
っ
て
い
か
ぬ

品
物
は
み
ん
な
く
れ
て
や
ろ
う
、
好
き
な
よ
う
に
選
ば
せ
よ
う
、
と
私

に
言
っ
た
。

　
「
閏
土
」
は
、
作
品
掉
尾
で
語
ら
れ
る
「
打
ち
ひ
し
が
れ
て
心
が
麻
痺
す

る
生
活
を
共
に
す
る
」
人
間
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
デ
ク
ノ

ボ
ー
の
よ
う
な
人
間
」
と
い
う
比
喩
も
、「
楊
お
ば
さ
ん
」
の
「
製
図
用
の

脚
の
細
い
コ
ン
パ
ス
」
同
様
、
変
貌
し
た
人
間
像
と
し
て
象
徴
的
に
描
き
だ

さ
れ
て
い
る
。

五
、
離
郷
途
中
の
「
私
」

　
「
私
」
の
「
楊
お
ば
さ
ん
」
や
「
閏
土
」
へ
の
幻
滅
は
、
さ
ら
に
「
私
」

自
身
へ
の
幻
滅
に
発
展
す
る
。
二
人
へ
の
認
識
の
深
化
が
、
自
己
の
相
対
化

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

私
も
、
私
の
母
も
、
は
っ
と
胸
を
つ
か
れ
た
。
そ
し
て
話
が
ま
た
閏

土
の
こ
と
に
も
ど
っ
た
。
母
は
こ
う
語
っ
た
。
例
の
豆
腐
屋
小
町
の
楊

お
ば
さ
ん
は
、
私
の
家
で
片
づ
け
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
毎
日
か
な
ら
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ず
や
っ
て
来
た
が
、
お
と
と
い
、
灰
の
山
か
ら
椀
や
皿
を
十
個
あ
ま
り

掘
り
出
し
た
。
あ
れ
こ
れ
議
論
の
末
、
そ
れ
は
閏
土
が
埋
め
て
お
い
た

に
ち
が
い
な
い
、
灰
を
運
ぶ
と
き
、
い
っ
し
ょ
に
持
ち
帰
れ
る
か
ら
、

と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
楊
お
ば
さ
ん
は
、
こ
の
発
見
を
手
柄
顔
に
、

「
犬
じ
ら
し
」（
こ
れ
は
私
た
ち
の
と
こ
ろ
で
鶏
を
飼
う
の
に
使
う
。
木

の
板
に
柵
を
取
り
つ
け
た
道
具
で
、
な
か
に
食
べ
も
の
を
入
れ
て
お
く

と
、
鶏
は
首
を
の
ば
し
て
啄
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
犬
に
は
で
き
な
い

の
で
、
見
て
じ
れ
る
だ
け
で
あ
る
）
を
つ
か
ん
で
飛
ぶ
よ
う
に
走
り
去

っ
た
。
纏
足
用
の
底
の
高
い
靴
で
、
よ
く
も
と
思
う
ほ
ど
早
か
っ
た
そ

う
だ
。

　

こ
の
灰
の
な
か
に
椀
や
皿
を
か
く
し
た
犯
人
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
中
国
の
教
材
資
料
で
は
、
そ
の
政
治
的
な
背
景
か
ら
重
要
な
問
題
に
な

っ
て
き
た
。
藤
井
省
三
氏
は
「
人
民
共
和
国
の
成
立
と
毛
沢
東
時
代
の
始
ま

り
と
に
よ
っ
て
楊
二
嫂
の
階
級
制
が
議
論
の
的
に
な
る
と
、「
故
郷
」
の
犯

人
を
め
ぐ
る
論
争
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
た
」
１
４
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本

の
教
材
研
究
で
の
「
真
犯
人
」
へ
の
読
ま
れ
方
と
中
国
で
の
教
材
研
究
で
の

読
ま
れ
方
の
違
い
は
、
両
国
間
の
『
故
郷
』
と
い
う
教
材
で
生
徒
に
何
を
教

え
る
の
か
と
い
う
問
題
に
発
展
す
る
。

　

日
本
の
国
語
教
科
書
で
は
、「
真
犯
人
」
が
誰
で
あ
る
か
は
、
こ
と
ば
の

仕
組
み
か
ら
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
楊
お
ば
さ
ん
」
と
「
閏
土
」

の
変
貌
を
作
品
の
「
私
」
の
内
省
に
ど
う
関
わ
ら
せ
て
い
く
か
が
重
要
に
な

る
。「
私
」
は
帰
郷
に
よ
っ
て
、「
寂
寥
の
感
」
か
ら
「
希
望
」
の
内
省
を
実

現
す
る
の
で
あ
る
。　
　

　

古
い
家
は
ま
す
ま
す
遠
く
な
り
、
故
郷
の
山
や
水
も
ま
す
ま
す
遠
く

な
る
。
だ
が
名
残
り
惜
し
い
気
は
し
な
い
。
自
分
の
ま
わ
り
に
眼
に
見

え
ぬ
高
い
壁
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
に
自
分
だ
け
取
り
残
さ
れ
た
よ
う

に
、
気
が
め
い
る
だ
け
で
あ
る
。
西
瓜
畑
の
銀
の
首
輪
の
小
英
雄
の
お

も
か
げ
は
、
も
と
は
鮮
明
こ
の
う
え
な
か
っ
た
の
が
、
今
で
は
急
に
ぼ

ん
や
り
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
も
た
ま
ら
な
く
悲
し
い
。

　
「
希
望
」
の
実
現
に
は
、
心
象
の
「
故
郷
」
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

現
実
の
「
故
郷
」
に
目
覚
め
る
自
己
否
定
を
も
懼
れ
な
い
自
己
認
識
が
必
然

で
あ
っ
た
。

　

私
も
横
に
な
っ
て
、
船
の
底
に
水
の
ぶ
つ
か
る
音
を
き
き
な
が
ら
、

い
ま
自
分
は
、
自
分
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
思
え
ば
私
と

閏
土
と
の
距
離
は
ま
っ
た
く
遠
く
な
っ
た
が
、
若
い
世
代
は
い
ま
で
も

心
が
か
よ
い
合
い
、
げ
ん
に
宏
児
は
水
生
の
こ
と
を
慕
っ
て
い
る
。
せ

め
て
か
れ
ら
だ
け
は
、
私
と
ち
が
っ
て
、
た
が
い
に
隔
絶
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
…
…
と
は
い
っ
て
も
、
か
れ
ら
が
ひ
と
つ
心
で
い
た
い
が

た
め
に
、
私
の
よ
う
に
、
む
だ
の
積
み
か
さ
ね
で
魂
を
す
り
へ
ら
す
生

活
を
共
に
す
る
こ
と
は
願
わ
な
い
。
ま
た
閏
土
の
よ
う
に
、
打
ち
ひ
し
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が
れ
て
心
が
麻
痺
す
る
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
も
願
わ
な
い
。
ま
た
他

の
人
の
よ
う
に
、
や
け
を
お
こ
し
て
野
放
図
に
走
る
生
活
を
共
に
す
る

こ
と
も
願
わ
な
い
。
希
望
を
い
え
ば
、
か
れ
ら
は
新
し
い
生
活
を
も
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
経
験
し
な
か
っ
た
新
し
い
生
活
を
。

　　
『
故
郷
』
の
〈
語
り
手
〉
で
あ
る
「
私
」
は
、離
郷
す
る
船
の
な
か
で
、「
故

郷
」
の
現
実
を
受
け
入
れ
る
「
私
」
を
確
認
し
て
い
る
。

　

希
望
と
い
う
考
え
が
う
か
ん
だ
の
で
、
私
は
ど
き
っ
と
し
た
。
た
し

か
閏
土
が
香
炉
と
燭
台
を
所
望
し
た
と
き
、
私
は
相
変
ら
ず
の
偶
像
崇

拝
だ
な
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
忘
れ
る
つ
も
り
か
と
、
心
ひ
そ
か
に
か
れ

の
こ
と
を
笑
っ
た
も
の
だ
が
、
い
ま
私
の
い
う
希
望
も
、
や
は
り
手
製

の
偶
像
に
過
ぎ
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
か
れ
の
望
む
も
の
は
す
ぐ
手

に
入
り
、
私
の
望
む
も
の
は
手
に
入
り
に
く
い
だ
け
だ
。

　
『
故
郷
』
は
「
故
郷
」
へ
の
帰
郷
・
離
郷
を
通
し
て
、
社
会
・
国
家
の
あ

り
方
を
問
題
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
「
故
郷
」
を
回
想
す
る

文
学
作
品
は
数
多
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
広
い
視
野
と
複
雑
な

背
景
を
も
っ
た
作
品
は
、
短
編
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。 

　
『
故
郷
』
が
描
か
れ
た
当
時
、
中
国
は
辛
亥
革
命
が
成
功
を
収
め
、
民
主

共
和
国
を
出
現
さ
せ
た
が
、
そ
の
実
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
富
国
強
兵
を
実

現
さ
せ
て
列
強
の
侵
略
を
止
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
民
政
の
困
窮
は
革
命
に

よ
っ
て
救
わ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
清
朝
末
期
よ
り
も
か
え
っ
て
増
し
て
い
た
。

『
故
郷
』
に
描
か
れ
て
い
る
現
実
の
社
会
は
、
矛
盾
や
欠
陥
に
満
ち
て
い
る
。 

作
品
に
描
か
れ
た
状
況
を
と
ら
え
、
そ
の
状
況
と
真
摯
に
向
き
合
う
人
間
の

姿
の
描
写
を
味
わ
い
な
が
ら
、
作
者
が
作
品
に
込
め
た
思
い
を
読
み
取
る
こ

と
は
、
田
辺
洵
一
氏
の
「
読
む
と
は
、
こ
と
ば
を
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事
実
に

還
元
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
指
摘
や
、
佐
藤
洋
一
氏
の
「
末
尾
の
断

片
的
「
説
明
」
や
「
私
」
の
心
境
・
語
を
人
生
論
的
に
重
視
す
る
の
は
、
魯

迅
の
小
説
の
読
み
方
か
ら
も
、
近
代
小
説
の
読
み
方
か
ら
も
ズ
レ
る
こ
と
に

な
る
」
と
い
う
指
摘
に
対
峙
す
る
が
、
作
品
理
解
に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。 

　

帰
郷
の
船
の
中
で
「
私
」
は
故
郷
へ
の
未
練
を
捨
て
、「
宏
児
」
と
「
水
生
」

の
よ
う
な
「
新
し
い
世
代
」
に
期
待
を
寄
せ
る
。
し
か
し
、そ
れ
は
「
閏
土
」

と
同
じ
「
偶
像
崇
拝
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。「
私
」
は
他
者
に

期
待
を
か
け
て
ば
か
り
で
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
に
初
め
て
気
づ
く
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
最
終
場
面
で
の
大
き
な
「
心
の
転
換
」
で
あ
る
。

　

ま
ど
ろ
み
か
け
た
私
の
眼
に
、
海
辺
の
広
い
緑
の
砂
地
が
う
か
ん
で

く
る
。
そ
の
上
の
紺
碧
の
空
に
は
、
金
色
の
丸
い
月
が
か
か
っ
て
い
る
。

思
う
に
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と
も
い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の

と
も
い
え
な
い
。
そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
も

と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る

の
だ
。
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こ
の
部
分
に
は
、「
私
」
が
「
他
者
」
へ
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
希
望

の
実
現
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
よ
う
と
い
う
強
い
意
志
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
地
上
の
道
」
は
、
現
実
の
「
故
郷
」
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
、
徹
底
的
な
自
己
相
対
化
に
よ
る
自
己
認
識
さ
ら
に
自
己
否
定
の

な
か
で
こ
そ
見
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
他
者
へ
の
希
望
」
か
ら
「
自
己
へ
の
希
望
」
へ
の
大
き

な
転
換
に
気
付
く
こ
と
が
作
品
『
故
郷
』
を
理
解
す
る
う
え
で
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

お
わ
り
に

　

魯
迅
は
、
中
国
近
代
文
学
の
父
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
精
神
の
変
革
を
生

涯
の
課
題
と
し
た
作
家
で
あ
る
。

　

彼
の
死
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
二
〇
巻
か
ら
な
る
『
魯
迅
全
集
』
が
出
版
さ

れ
た
。

　

ま
た
、日
本
で
は
仙
台
医
専
時
代
の
魯
迅
を
描
い
た
作
品
に
太
宰
治
の『
惜

別
』（
一
九
四
五
年
）
が
あ
る
。
こ
の
「
惜
別
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
仙
台

医
専
時
代
に
、
魯
迅
に
個
別
添
削
を
授
け
る
な
ど
何
か
と
気
を
配
っ
て
い
た

恩
師
、
藤
野
厳
九
郎
が
最
後
に
魯
迅
に
渡
し
た
写
真
の
裏
に
書
い
た
こ
と
ば

で
あ
る
。
そ
の
藤
野
と
の
関
係
は
、
小
説
『
藤
野
先
生
』
に
以
下
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。

　
《
私
の
講
義
、
ノ
ー
ト
が
取
れ
ま
す
か
？
》
と
か
れ
は
訊
ね
た
。

　
《
ど
う
に
か
》

　
《
見
せ
て
ご
ら
ん
》

　

私
は
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
を
さ
し
出
し
た
。
か
れ
は
受
け
取
っ
て
、
一

両
日
し
て
返
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
は
毎
週
持
っ
て
き
て
見
せ

る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
持
ち
帰
っ
て
開
い
て
み
て
、
私
は
び
っ
く
り
し

た
。
同
時
に
あ
る
種
の
困
惑
と
感
激
に
襲
わ
れ
た
。
私
の
ノ
ー
ト
は
、

は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
、
全
部
朱
筆
で
添
削
し
て
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

抜
け
た
と
こ
ろ
を
書
き
加
え
た
だ
け
で
な
く
、
文
法
の
誤
り
ま
で
こ
と

ご
と
く
訂
正
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
か
れ
の
担
任
の
骨
学
、
血
管

学
、
神
経
学
の
授
業
全
部
に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。

－

中
略

－

　

だ
が
な
ぜ
か
私
は
、
今
で
も
よ
く
か
れ
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
わ
が

師
と
仰
ぐ
人
の
な
か
で
、
か
れ
は
も
っ
と
も
私
を
感
激
さ
せ
、
も
っ
と

も
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
ひ
と
り
だ
。
私
は
よ
く
考
え
る
。
か
れ
が
私

に
熱
烈
な
期
待
を
か
け
、
辛
抱
づ
よ
く
教
え
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は

小
さ
く
い
え
ば
中
国
の
た
め
で
あ
る
。
中
国
に
新
し
い
医
学
の
生
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
の
だ
。
大
き
く
い
え
ば
学
術
の
た
め
で
あ
る
。
新
し

い
医
学
が
中
国
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
だ
。
私
の
眼
か
ら
見
て
、

ま
た
私
の
心
に
お
い
て
、
か
れ
は
偉
大
な
人
格
で
あ
る
。
そ
の
姓
名
を

知
る
人
が
よ
し
少
い
に
せ
よ
。（「
藤
野
先
生
」
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集

２
』）
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日
本
と
の
関
わ
り
の
深
い
魯
迅
で
は
あ
る
が
、
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ

て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
本
国
中
国
の
方
が
早
い
。
藤
井
省
三
氏
は
「
中
学

国
語
教
科
書
に
至
っ
て
は
単
行
本
に
先
ん
じ
て
「
故
郷
」
を
教
材
と
し
て
収

録
し
、
知
識
階
級
予
備
軍
の
情
念
と
理
論
と
を
養
っ
て
い
く
。
そ
し
て
一
九

四
九
年
に
共
産
党
が
中
国
を
統
一
し
た
の
ち
に
は
、「
故
郷
」
は
階
級
闘
争

の
視
点
か
ら
解
釈
さ
れ
、
社
会
主
義
の
思
想
政
治
教
育
を
担
う
国
語
教
材
と

し
て
中
学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
」
１
５
と
指
摘
し
て
い
る
。
日

本
の
中
学
校
で
国
語
教
材
と
し
て
読
ま
れ
る
『
故
郷
』
と
、
中
国
の
中
学
校

で
国
語
教
材
と
し
て
読
ま
れ
る
『
故
郷
』
に
は
、
国
家
と
い
う
制
度
の
視
点

の
相
違
が
あ
る
。
中
国
で
は
『
故
郷
』
は
一
九
二
〇
年
代
以
来
中
学
校
の
国

語
教
科
書
の
超
安
定
教
材
で
あ
る
と
同
時
に
「
国
家
建
設
を
語
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
小
説
」
だ
っ
た
の
だ
。

　

現
在
、
中
国
で
魯
迅
の『
故
郷
』は
日
本
よ
り
読
ま
れ
な
い
と
い
わ
れ
、
国

語
教
科
書
改
訂
に
よ
っ
て
魯
迅
の
作
品
が
削
除
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
１
６
。

日
本
の
国
語
教
科
書
で
定
番
と
な
っ
て
い
る
『
故
郷
』
の
教
材
研
究
は
、
外

国
文
学
と
し
て
の
言
語
表
現
の
分
析
に
も
有
意
義
な
教
材
で
あ
る
。

　

義
務
教
育
を
締
め
く
く
る
中
学
校
で
の
文
学
作
品
の
授
業
が
目
指
す
べ
き

こ
と
は
、
卒
業
後
も
、
自
力
で
文
学
作
品
を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作
品
を
教
え
る
観
点
で
は
な
く
、
作
品
で
教
え
る
観

点
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
一
人
で
も
、
そ
の
方
法
で
読
ん
で
い
け
ば
深
い

解
釈
が
で
き
る
と
い
う
文
学
作
品
の
読
み
方
を
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
文
学
教
材
の
読
み
方
を
理
解
し
、
習
熟
す
る
過
程
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
少
し
ず
つ
自
ら
の
力
で
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
、
文
学
作
品
の
本
当
の
面
白
さ
、
読
書
の
本
当
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
他
者
へ
の
想
像
力
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。   

＊
魯
迅
年
譜
に
関
し
て
は
、
藤
井
省
三
『
魯
迅
事
典
』
三
省
堂
、
小
山
三
郎

他
編
『
魯
迅　

海
外
の
中
国
人
研
究
者
が
語
っ
た
人
間
像
』
明
石
書
店
、

井
波
律
子
『
奇
人
と
異
才
の
中
国
人
』
岩
波
新
書
、
藤
井
省
三
『
魯
迅

│

│

東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
文
学
』
岩
波
新
書
を
参
照
し
た
。

＊
魯
迅
『
故
郷
』
の
原
文
は
、
竹
内
好
訳
『
魯
迅
文
集
１
』（
ち
く
ま
文
庫
）

に
拠
っ
た
。

註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１	

藤
井
省
三
「
解
説
」『
故
郷
／
阿
Ｑ
正
伝
』
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
四
月
、
三
〇
〇
頁
。

２	

中
西
一
彦
「「
故
郷
」（
魯
迅
）
の
授
業
実
践
史
」『
文
学
の
授
業
づ
く

り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
４
巻

│
│

授
業
実
践
史
を
踏
ま
え
て

│
│

中
・
高

等
学
校
編
』
溪
水
社
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
九
九
頁
。

３	

藤
井
省
三
氏
は
竹
内
好
の
翻
訳
に
関
し
て
、「
土
着
化
の
最
た
る
も
の
」

と
述
べ
、「
魯
迅
の
原
文
と
比
べ
て
竹
内
訳
が
数
倍
の
句
点
「
。」
を
使

っ
て
、
本
来
は
数
行
に
わ
た
る
長
文
を
多
く
の
短
文
に
切
断
し
て
い
る
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点
」
を
問
題
に
し
、「
竹
内
氏
は
魯
迅
文
学
を
戦
後
日
本
社
会
に
土
着

化
さ
せ
る
の
に
成
功
し
、
中
学
国
語
教
科
書
が
魯
迅
を
国
民
文
学
並
み

に
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
藤
井
省
三
「
解

説
」『
故
郷
／
阿
Ｑ
正
伝
』
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、二
〇
〇
九
年
四
月
、

三
三
八
頁
。

４	

藤
井
省
三
「
魯
迅
の
読
ま
れ
方
」『
魯
迅
事
典
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
二

年
四
月
、
二
九
一
頁
。

５	

佐
藤
洋
一
氏
は
、「
中
学
三
年
生
と
い
う
時
期
に
文
学
教
材
（
小
説
）

の
一
編
と
し
て
、『
故
郷
』（
魯
迅
・
竹
内
好
訳
）
は
社
会
・
歴
史
と
人

間
、
国
家
と
人
間
の
関
係
、
ま
た
、
人
間
像
の
表
現
の
意
味
等
に
気
づ

か
せ
る
の
に
優
れ
た
教
材
価
値
を
も
つ
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
、
様
々

な
研
究
や
実
践
記
録
等
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
七
頁
）。「
文
学
教
材
解
釈
へ
の
一
視
点

│
│

『
故
郷
』（
魯
迅
）
を
例
に

│
│

」『
日
本
文
学
』
三
八
巻
、
一
九

八
九
年
一
一
月
、
四
九
頁
。

６	

中
里
見
敬
「
魯
迅
『
傷
逝
』
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡
」『
中
国
小
説

の
物
語
論
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
、
七
〇
頁
。

７	

藤
井
省
三
「
知
識
階
級
の
「
故
郷
」」『
魯
迅
「
故
郷
」
の
読
書
史
』
創

文
社
、
一
九
九
七
年
一
一
月
、
一
三
頁
、
一
五
頁
。

８	

田
中
実
「
虚
妄
の
希
望
・
虚
妄
の
絶
望

│
│

『
故
郷
』
の
〈
こ
と
ば
の

仕
組
み
〉」『
文
学
の
力
╳
教
材
の
力　

中
学
校
編
三
年
』
教
育
出
版
、

二
〇
〇
一
年
六
月
、
一
六
頁
。

９	

田
中
実
、
同
掲
書
、
一
七
頁
。

10	

田
辺
洵
一
「
魯
迅
『
故
郷
』
に
お
け
る
人
間
追
求

│
│

反
転
す
る
人
間

理
解
」『
文
学
の
力
×
教
材
の
力　

中
学
校
編
三
年
』
教
育
出
版
、
二

〇
〇
一
年
六
月
、
二
六
頁
。

11	

佐
藤
洋
一
氏
は
「「
私
」（
知
識
人
型
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
心
境
小
説
」

的
主
人
公
で
は
な
く
て
、作
品
世
界
（
閏
土
や
楊
お
ば
さ
ん
の
人
間
像
）

の
迫
真
性
・
存
在
感
を
保
証
す
る
た
め
の
表
現
の
視
点
と
し
て
の
役
割

を
も
つ
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
書
、
四
九
頁
。

12	

田
中
実　

前
掲
書
、
二
三
頁
。

13	

田
辺
洵
一　

前
掲
書
、
三
六
頁
。

14	

藤
井
省
三
「
思
想
政
治
教
育
と
し
て
の
「
故
郷
」『
魯
迅
「
故
郷
」
の

読
書
史
』
前
掲
書
、
一
六
二
頁
。
藤
井
氏
は
「
閏
土
無
罪
の
根
拠
と
し

て
引
い
た
「
不
要
な
も
の
は
み
な
閏
土
に
や
る
…
…
」
と
い
う
母
の
言

葉
は
、
以
後
閏
土
＝
犯
人
否
定
の
根
拠
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
繰
り

返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
六
五
頁
。

15	

藤
井
省
三「
は
じ
め
に
」『
魯
迅「
故
郷
」の
読
書
史
』前
掲
書
、三‐

四
頁
。

16	

「
魯
迅
の
「
故
郷
」
中
国
で
は
日
本
よ
り
読
ま
れ
な
い
？
」
北
京
魯
迅

博
物
館
元
副
館
長
の
陳
漱
渝
氏
は
、
昨
年
「
教
材
に
お
け
る
魯
迅
」
と

い
う
書
籍
を
出
版
し
た
。
陳
氏
は
「
魯
迅
の
作
品
が
教
材
か
ら
撤
退
し

た
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
大
げ
さ
だ
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
事

実
」
と
語
る
。
人
民
網
日
本
語
版
二
〇
一
四
年
一
一
月
五
日
。
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